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研究成果の概要（和文）：本研究は、第一次大戦期から 1920 年代にかけて成立し、1960 年代ま

で存続した 20 世紀アメリカの国民秩序の形成過程を考察した。戦時の国民動員政策と戦後に噴

出した人種間暴力を詳細に分析し、またこれと深く関わったリベラルな知識人の社会秩序観の

変容を検証することで、新来の南・東欧移民を積極的に国民化しつつ、黒人やアジア系を人種

的他者として分離する構造をもった国民編成の歴史的な性格を明らかにした。  

 
研究成果の概要（英文）：This study examined the formation of the national order in the 
twentieth century America which was established in the days of World War I and its 
aftermath. To explore this historical process, I analyzed the wartime governmental 
mobilizations and a series of postwar racial conflicts. Furthermore, I surveyed the 
discourse on socio-political orders by contemporary American intellectuals. Through 
these researches, I elucidated the historical significances of this national formation 
which integrated recent European Immigrants as a part of American nation and segregated 
African Americans and Asian Americans as racial others.      
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１．研究開始当初の背景 

研究代表者、中野はこれまでに、アメリカ

合衆国のナショナリズムを主に移民の同化

統合政策（アメリカ化）の観点から考察して

きた。特に、20 世紀初頭の対移民政策と第一

次大戦の関係に注目した分析は、３編の論文

―（１）「新移民とホワイトネス ―20世紀

初頭の『人種』と『カラー』」（川島正樹編『ア

メリカニズムと「人種」』名古屋大学出版会、

2005 年所収）、（２）「祖国ナショナリズムと
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アメリカ愛国 ―シカゴのポーランド移民」

（樋口映美、中條献編『歴史のなかの「アメ

リカ」―国民化をめぐる語りと創造』彩流

社、2006 所収）、（３）「戦争とアメリカ化

―第一次世界大戦と多元的国民国家統合」

（上杉忍、巽孝之編『アメリカの文明と自画

像』ミネルヴァ書房、2006 年所収）として刊

行された。ここで明らかになったことは、第

一次大戦期のアメリカ政府の政策が、必ずし

も新来の南・東欧移民のエスニックな帰属を

否定するものではなく、移民集団の自律性を

一定程度容認しつつ効率的な統治を目指し

たことだった。また、移民の側も自律的なエ

スニック生活を保持しつつ、白人としての共

同性を享受するようになり、多元主義的な国

民統合に包摂されていったことがわかった。

しかしこの研究の過程で、同時期に北部都市

へ移住した黒人やアジア系移民と、この国民

形成がいかに関わるかという新たな問題関

心が生じた。多くのケースで、ヨーロッパ移

民の同化問題が黒人やアジア系の社会的処

遇や「同化能力」の言説と対比する形で現れ

ていたからである。南東欧移民を「アメリカ

人」として包摂した国民再編の過程で、非白

人はどのような役割を果たしたのか、換言す

れば、この 20 世紀アメリカ・ナショナリズ

ムにおいて、黒人やアジア人を他者化する人

種境界はいかに機能したのか、という本研究

につながる検討課題を得るにいたった。 

 

２．研究の目的 

20 世紀への転換期以降、アメリカ社会は、

急激な産業化に伴う大規模な国内・国際の労

働力移動を背景として新たな国民的秩序の

再編を迫られていた。政治経済の中枢たる北

部の大都市では南・東欧やアジアからの新移

民と南部出身の黒人移住者が、拡大する格差

社会の底辺を構成する階層として孤立した

ため、同時代の知識人や政治指導者はこうし

た人種・民族的マイノリティーの存在を踏ま

えた新たな国民統合の道を模索せねばなら

なかった。 

この国民再編成をめぐる混沌は、第一次大

戦期の国家総動員政策を一つの契機とし、ま

た戦後に噴出する社会紛争とその調停を経

て、安定的秩序を得るに至った。それは、南・

東欧移民については一定の文化的多様性を

承認しつつ国民共同体内に包摂し、他方、黒

人やアジア系はこれを「人種」的他者として

市民社会の外部に排除する構造であった。こ

の 1920年代中葉までに確立する国民秩序は、

法制度の面では 1960 年代の公民権法と移民

法改正までの長期にわたって存続し、さらに

今日の新自由主義的な社会潮流の中で形を

変えて遍在する人種主義を支える背景とな

っている。 

歴史研究の中にも、アメリカニズムと人種

境界の関係を問い直そうとする業績が一定

程度蓄積されてきた。例えば Michael Lind, 

The Next American Nation(1995)は、アメリ

カ国民共同体が 19 世紀後半に、伝統的なア

ングロ・アメリカからドイツ系やアイルラン

ド系のカトリックなどをも包含したユー

ロ・アメリカへ変容し、その体制が 1950 年

代まで続いたと論じた。しかし、先行研究の

多くは内的他者の創出を、総じて文化や人種

表象、あるいはアイデンティティーの問題と

して扱う傾向があり、権力政治の側面への関

心は相対的に低い。 

これに対して本研究は、むしろ制度や暴力

（強制）の側面に注目して、国民再編の問題

を考えた。特に民間社会における暴力や境界

形成と公権力による動員、秩序構築の契機、

そしてその両方に密接に関わるエリート・知

識人の思想を検証し、ひとつの政治的、社会

的「秩序」としての 20 世紀アメリカの形成



 

 

を考察した。 

 

３．研究の方法 

本研究は、20世紀国民秩序を分析する際に

具体的に３つのアプローチから検討を進め

た。（１）第一次大戦下の戦時政府による黒

人の動員政策――特に陸軍における黒人兵

士の処遇問題を考察した。具体的には、アメ

リカ国立公文書館が所蔵する陸軍参謀本部

の史料や訓練キャンプの広報紙を収集・分析

した。（２）シカゴ暴動を事例研究として、

戦後の北部に頻発した人種暴動とその公権

力による調停プロセスを考察した。特に、戦

後暴動の調査機関であるシカゴ人種関係員

会の内部資料の分析を重点的に行った。（３）

戦争動員や暴動後の平和維持を含む広義の

「暴力」との関連で、同時代のセツルメン

ト・ワーカーや学識者の社会秩序観を検討し

た。シカゴを中心に有力な慈善活動家や社会

学者等の個人文書の分析を行った。 

研究の進め方としては、戦後の人種暴動と

これを取り巻く社会言説の分析からまず着

手し、時期的には遡及的な形で先行する戦時

体制の調査へと展開していった。もとより、

20 年代中葉に完成する国民再編は、第一次大

戦期の国家動員政策の影響を強く受けたこ

とが想定されたが、戦時政策そのものが管掌

した政治、社会領域は極めて多岐に及ぶ。し

たがって、戦後政治の展開の中で顕在化する

新しい国民秩序をめぐる諸問題をあらかじ

め検出し、それらが第一次大戦期にいかに醸

成されていったかを検証することとした。 

なお、各段階の調査、研究はシカゴ市にお

ける実地での文献調査に基づくケーススタ

ディーと全国的、国際的な政治史、社会思想

史の研究の両面から実施した。北部社会への

人種隔離制度の拡大を論点の一つとした本

研究では、地域の政治・社会構造をミクロな

視点から観察することが不可欠であった。 

 

４．研究成果 

（１）2009 年度は、第一次大戦直後のシカ

ゴで勃発した人種暴動の展開と、暴動後に設

置されたシカゴ人種関係委員会による調停

活動を綿密に検証した。まず年度前半には、

同委員会最終報告書などの既刊行の史料を

中心に研究を進め、その成果の一部は第 59

回日本西洋史学会小シンポジウム『20 世紀世

界に見る人の移動と暴力』でのパネル報告、

「人種暴動とその後―シカゴ人種関係委員

会（1919～21 年）の秩序形成」として発表し

た。また、イリノイ州スプリングフィールド

の州文書館でシカゴ人種関係委員会文書を

閲覧し、シカゴ大学では人種関係委員会の創

設に深く関わった慈善家、Julius Rosenwald

の文書調査を行った。同委員会の論理と行動

において、実のところ人種関係の公平な是正

よりも、平和維持が優先され、そのため同勧

告は暴動によって創られた新しい構造（居住

区の隔離）を容認・固定化する効果を持った

点を明らかにした。これらの研究成果は、「20

世紀国民秩序と人種の暴力―1919 年シカゴ

人種暴動の検討」（『歴史科学』2010 年 4 月）

として出版した。 

（２）上の人種暴動に関する、調査の過程

で、暴動後の調停・和解を主導した都市社会

学（シカゴ学派）の重要性が浮かび上がって

きた。移民の同化・適応理論として知られる

その学知は、暴力の再発を抑え、調和的な人

種・エスニック関係を模索したが、それを実

現する技術のひとつとして「分離」の論理を

包含するものでもあった。このように、事実

上の境界形成を統合の不可欠の要素とみる

傾向は、専門的な学識者に留まらず、広く 20

世紀転換期のリベラルな社会活動家の間に

も当てはまることがわかった、この考察は、



 

 

当時の移民と黒人の投票権縮小現象を扱っ

た、「浄化される民主主義―『人民』から国

民へ」（共編著『アメリカ合衆国の形成と政

治文化』（2010 年）所収）として出版された。 

（３）2010 年度は、第一次大戦期の国民動

員を人種境界の観点から検証する作業を進

展させることができた。成果の一端として、

京都大学人文研主催のシンポジウムで「アメ

リカ化の戦争」なる試論を発表した。ウッド

ロー・ウィルソン政権の戦争政策の根本を国

内・国際のアメリカ化運動と捉え、その施策

の中に統合と排除の複雑なメカニズムが働

いていたことを明らかにした。さらに、この

検討をより実証的に進めるべく、ワシントン

DC で実地の史料調査を行った。具体的には、

議会図書館と国立公文書館で、外国人兵士と

黒人兵士の処遇を示す訓練基地関連資料や

陸軍参謀本部の記録を閲覧した。これらの史

料の分析をとおして、第一次大戦の経験と戦

後の人種境界形成をつなぐ経緯、事象が一定

程度明らかになった。 

とりわけ戦時下に、徴兵を通じて民間社会

の人種偏見が軍隊内部に浸透したこと、そし

て、一旦国家機関に受容されたカラーライン

が、今度はさらに強固なかたちで民間社会に

還元されていったこと。そうした再帰的プロ

セスの中で人種境界がこの時期のアメリカ

に定着していった事実が明らかとなった。 

（４）最終年度の 2011 年度は、これまで

の調査、研究を総合する目的から、20 世紀初

頭の社会福祉、労働問題の専門家や、軍の政

策立案者、黒人の市民権運動家など多様な知

識人に注目し、いかに彼らの思想と行動が人

種隔離と多元主義を属性とする新しい国民

秩序の構築に関わったかを明らかにした。そ

の成果の一部は論文、“How the Other Half 

Was Made: Perceptions of Poverty in 

Progressive Era Chicago” （ Japanese 

Journal of American Studies 第 22 号）、「衝

撃都市からゾーン都市へ―20 世紀シカゴの

都市改革再考」（『史林』第 95 巻 第 1号）と

して出版した。 

（５）また同年度には、これまでの戦争と

人種問題に関する検討を補完し、さらに進め

る作業を行った。ワシントン DC の国立公文

書館で特に黒人兵士に関する陸軍の史料を

渉猟するとともに、議会図書館では、当時の

黒人メディアの言説を集中的に検討した。  

そこから確認されたことは、第一次大戦期

の黒人エリートの多くが「世界の民主化」と

いうアメリカの戦争目的と反人種主義とい

う自己の目標を重ね合わせて理解していた

一方で、アメリカ国家の側では、黒人を潜在

的な反乱分子と見る傾向が根強く、むしろ治

安上の観点から監視の対象となっていたこ

とであった。この研究成果は、前年度の研究

で抽出した国家・社会間に再帰的に増幅され

る人種問題の事例とあわせて、京都大学人文

研主催の研究会で報告した（「クルーシブル

（坩堝）―第一次世界大戦とアメリカニズム

―」2012 年 2 月）。 
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